
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
黒
田
で
は
現
在
の
国
道
沿

い
に
は
全
く
集
落
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
写
真
１
―
５
上
中
央
や

や
下
付
近
に
あ
る
池
田
集
落
の
周
辺
で
は
細
長
い
丘
陵
が
南
東
方
向
に
伸

び
、
丘
陵
の
間
の
谷
を
堰
き
止
め
た
加
廊
戸
池
や
長
迫
池
が
明
瞭
に
見
え

る
。
長
川
か
ら
宮
原
方
向
に
広
が
る
長
峡
川
右
岸
の
水
田
は
南
北
方
向
に

細
長
い
配
列
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
圃
場
整
備
以
前
か
ら
似
た
方
向
に
配

列
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
写
真
１
―
５
下
は
、
勝
山
町
の
南
西

部
の
久
保
村
周
辺
を
示
し
て
い
る
。

空
中
写
真
で
見
る
と
、
六
〇
年
以
上
前
の
景
観
に
つ
い
て
あ
る
程
度
直

接
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
山
町
は
丘
陵
を
人
為

的
に
削
剥
す
る
な
ど
の
土
地
改
変
が
比
較
的
少
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て

い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
上
矢
山
の
北
側
に
広
が
る
カ
ル
ス
ト
台
地
の

平
尾
台
は
、
写
真
１
―
５
上
で
は
自
然
な
ド
リ
ー
ネ
な
ど
の
カ
ル
ス
ト
地

形
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
現
在
は
石
灰
岩
の
採
掘
に
よ
っ
て

こ
の
地
域
の
カ
ル
ス
ト
地
形
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
形
な
ど
の
自
然

環
境
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
生
か
し
続
け
て
き
た
勝
山
町
の
景
観
を
将
来
に
残

し
活
用
す
る
こ
と
は
、
町
民
に
と
っ
て
も
豊
か
な
財
産
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

三

衛
星
画
像
で
見
た
勝
山

衛
星
画
像
の
画
像
判
読

勝
山
町
の
よ
う
に
町
単
位
、
あ
る
い
は
市
単

位
な
ど
の
広
範
囲
の
現
況
や
過
去
の
様
子
を

知
り
た
い
と
き
、
主
に
空
中
写
真
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
世
界
最
初
の
本

格
的
な
地
球
観
測
衛
星
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト

（L
A
N
D
SA
T

）
の
登
場
で
、
空
中
写
真
の
場
合
よ
り
も
飛
躍
的
に
広
範

囲
を
対
象
と
し
た
観
測
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
地
球
観
測
衛
星
に
よ
っ

て
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
た
地
上
す
べ
て
の
物
体
が
反
射
、
ま
た
は

放
射
を
し
て
い
る
電
磁
波
を
観
測
し
、
そ
れ
を
数
値
化
し
て
、
地
上
に
送

ら
れ
て
き
た
も
の
が
衛
星
デ
ー
タ
で
あ
る
。
通
常
、
人
間
の
肉
眼
で
と
ら

え
て
い
る
情
報
、
い
わ
ゆ
る
可
視
情
報
は
、
可
視
光
線
域
と
言
わ
れ
る

〇
・
四
〜
〇
・
七


（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
波
長
帯
の
情
報
で
あ
り
、

こ
れ
は
電
磁
波
の
中
の
ご
く
わ
ず
か
な
部
分
で
あ
る
。
紫
外
線
（
一
〇
�

（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
〜
〇
・
四


）
や
赤
外
線
（
〇
・
七


〜
一
・
〇
	
）

な
ど
の
波
長
帯
の
情
報
は
、
肉
眼
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
可

視
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
や
調
査
を
詳
細
に
行
う
に

は
、
こ
れ
ら
の
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
情
報
を
目
に
見
え
る
可
視
情
報

に
変
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
い
う

技
術
を
用
い
る
。

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
は
、
対
象
物
に
直
接
触
れ
る
こ
と
な
く
、
離
れ

た
場
所
か
ら
物
体
の
特
性
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
な
技
術
で
、
航
空
機
や

地
球
観
測
衛
星
に
セ
ン
サ
ー
と
い
う
観
測
装
置
を
取
り
付
け
て
物
体
を
観

測
す
る
。
地
球
観
測
衛
星
を
用
い
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
衛
星
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
地
上
で
観
測
機
器
を
用
い
て
行
う
も
の
を
地
上
リ
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モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
技
術
で
は
、
物
体
か
ら
反
射
ま

た
は
放
射
さ
れ
る
電
磁
波
を
波
長
領
域
ご
と
に
観
測
し
、
す
べ
て
を
数
値

情
報
と
し
て
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
。
こ
の
電
磁
波
は
、
物
体
ご
と
に
反
射

率
が
違
っ
て
い
る
た
め
、
各
物
体
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

デ
ー
タ
が
数
値
情
報
で
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
値
を
算
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
主
な
特
長
を
以
下
に
簡
単
に
述
べ

る
。ま

ず
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
一
大
利
点
が
広
域
観
測
で
あ
る
。
高

度
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
�
の
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
る
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
観
測
で
き
る
範
囲
が
広
く
、
例
え
ば
、
ラ
ン
ド

サ
ッ
ト
の
場
合
、
最
大
約
一
八
五
�
四
方
の
地
域
を
一
度
に
観
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
空
中
写
真
も
広
範
囲
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
観

測
範
囲
は
一
・
八
〜
四
・
六
�
四
方
と
、
衛
星
デ
ー
タ
と
比
較
す
れ
ば
か

な
り
狭
い
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
観
測
で
は
、
セ
ン
サ
ー
か
ら
取
り
込
ん

だ
デ
ー
タ
を
数
値
デ
ー
タ
に
変
換
し
た
も
の
を
使
用
す
る
た
め
、
観
測
結

果
が
観
測
者
お
よ
び
調
査
者
の
経
験
や
主
観
性
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
ま
た
、
同
じ
セ
ン
サ
ー
を
用
い
れ
ば
、
同
じ
精
度
で
解
析
で
き
る
。

現
地
調
査
に
よ
る
観
測
は
、
労
力
、
経
費
、
時
間
が
問
題
で
あ
っ
た

が
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
は
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
観
測
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
す
る
た
め
、
労
力
は
現
地
調
査
に
比
べ
て
少

な
い
。
経
費
も
既
存
の
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
る
場
合
は
非
常
に
少
な
く
て

す
み
、
地
上
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
観
測
し
た
デ
ー
タ
を

解
析
す
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、
実
費
は
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
。
時
間
に

つ
い
て
も
、
衛
星
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
場
合
は
、
直
接
現
地
に
赴
く
必
要

や
、
現
地
調
査
に
か
か
る
時
間
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
解
析
す
る

時
間
だ
け
で
済
む
。

更
に
、
地
球
観
測
衛
星
は
、
地
球
の
周
り
を
周
回
し
て
お
り
、
一
定
の

日
数
が
経
過
す
る
と
元
の
位
置
に
戻
る
。
こ
の
た
め
、
反
復
観
測
が
可
能

で
あ
り
、
二
時
期
の
デ
ー
タ
を
比
較
す
れ
ば
、
経
時
変
化
を
容
易
に
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
れ
ば
、
多
時
期
の

観
測
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
期
間
の
地
表
の
経
時
変
化
な
ど

を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
解
析
に
は
、

多
く
の
利
点
が
あ
り
、
こ
の
利
点
を
有
効
に
利
用
す
れ
ば
、
効
率
よ
く
広

範
囲
を
詳
細
に
観
測
、
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
さ
ま
ざ
ま

な
利
点
が
あ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
利
用
し
た
衛
星
デ
ー
タ
解
析
に

よ
っ
て
、
勝
山
町
の
様
子
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
用
い
た
デ
ー
タ

は
、
代
表
的
な
地
球
観
測
衛
星
で
あ
る
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
の
昭
和
六
十
一
年

（
一
九
八
六
）
五
月
十
二
日
と
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
十
九
日

に
観
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
は
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
一
号
機
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
七
号
機
ま
で
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
現
在
ま
で
の
約
三
〇
年
間
、
地
球
の
様
子
を
観
測
し
て
き
た
。
一
七
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日
間
隔
で
地
球
を
周
回
し
、
高
度
七
〇
五
�
上
空
か
ら
一
八
五
�
×
一
七

〇
�
の
広
さ
を
一
度
に
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
上
に
お
い
て
は
三

〇
㍍
四
方
の
物
体
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
観

測
可
能
な
波
長
帯
は
、
可
視
光
線
域
か
ら
赤
外
線
域
ま
で
で
、
土
地
の
被

覆
状
況
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
植
生
の
活
性
度
や
地
表
面
温

度
な
ど
、
そ
の
応
用
範
囲
は
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。衛

星
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
を
見
る
場
合
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
と
ら
え

ら
れ
た
波
長
ご
と
の
電
磁
波
の
反
射
強
さ
を
、
白
黒
、
あ
る
い
は
カ
ラ
ー

の
濃
淡
で
表
す
。
白
黒
で
表
し
た
も
の
が
白
黒
画
像
、
カ
ラ
ー
で
表
し
た

も
の
を
カ
ラ
ー
合
成
画
像
と
い
う
。
カ
ラ
ー
合
成
画
像
と
は
、
三
種
類
の

波
長
領
域
の
反
射
・
放
射
強
さ
に
、
光
の
三
原
色
（
青
色
、
緑
色
、
赤
色
）

を
割
り
当
て
て
表
し
た
も
の
で
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ト
ゥ
ル
ー
カ

ラ
ー
画
像
、
フ
ォ
ー
ル
ス
カ
ラ
ー
画
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
像
か
ら
何

が
分
か
る
か
解
析
す
る
に
は
、
画
像
上
に
現
れ
る
対
象
物
の
形
の
変
化

や
、
対
象
物
の
色
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
色
の
濃
淡
の
変
化
を
調
べ
る
画

像
判
読
を
行
う
。
口
絵
（
衛
星
画
像
）
は
勝
山
町
の
昭
和
六
十
一
年
五
月

十
二
日
と
平
成
十
三
年
四
月
十
九
日
の
様
子
を
カ
ラ
ー
合
成
画
像
で
示
し

た
も
の
で
、
こ
の
図
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
一
五
年
間
の
勝
山
町
の
環
境

の
変
化
を
大
ま
か
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
図
中
の
黄
色
の
線

は
勝
山
町
の
町
境
界
線
で
あ
る
。

口
絵
（
衛
星
画
像
・
ト
ゥ
ル
ー
カ
ラ
ー
画
像
）
は
ト
ゥ
ル
ー
カ
ラ
ー
画
像

に
よ
る
、
勝
山
町
の
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
二
日
と
平
成
十
三
年
四
月
十

九
日
の
様
子
で
あ
る
。
こ
の
ト
ゥ
ル
ー
カ
ラ
ー
画
像
は
、
肉
眼
で
見
え
る

よ
う
な
色
合
い
に
表
現
し
た
画
像
で
、
空
中
写
真
の
よ
う
に
見
や
す
く
、

違
和
感
が
な
い
。
し
か
し
、
大
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
植
生
の
状
況

を
調
べ
る
に
は
向
か
な
い
。
こ
の
図
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
勝
山
町
が

緑
豊
か
な
山
に
北
、
西
、
南
の
三
方
向
を
囲
ま
れ
、
そ
の
囲
ま
れ
た
場
所

に
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
昭
和
六
十
一
年
と
平
成
十
三
年

の
両
図
を
比
較
す
る
と
、
山
間
部
に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
も
の
の
、
平
野
部
に
お
い
て
は
、
色
の
変
化
が
多
く
見
ら
れ
る
。

勝
山
町
の
平
野
部
に
は
、
田
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
田
は
季
節
に
よ
っ
て

草
地
に
な
っ
た
り
、
水
が
張
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
土
が
覆
っ
て
い
る
状

態
に
な
る
な
ど
、
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
状
況
が
変
化
す
る
。
衛
星
デ
ー
タ

は
、
地
表
面
の
物
体
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
た
め
、
こ
の
平
野
部

に
お
け
る
色
の
変
化
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
図
で
は
た
め
池

の
判
別
は
難
し
い
。

口
絵
（
衛
星
画
像
・
フ
ォ
ー
ル
ス
カ
ラ
ー
画
像
）
は
、
植
生
の
あ
る
部
分

を
赤
く
表
現
し
た
フ
ォ
ー
ル
ス
カ
ラ
ー
画
像
に
よ
る
勝
山
町
の
昭
和
六
十

一
年
五
月
十
二
日
と
平
成
十
三
年
四
月
十
九
日
の
様
子
で
あ
る
。
こ
の

フ
ォ
ー
ル
ス
カ
ラ
ー
画
像
で
は
、
市
街
地
は
青
系
、
裸
地
は
白
系
で
表
現

さ
れ
、
森
林
や
水
田
な
ど
を
判
別
し
や
す
い
。
特
に
植
生
は
同
じ
赤
色
で

も
、
森
林
は
濃
い
赤
色
、
草
地
な
ど
は
明
る
い
ピ
ン
ク
色
で
表
現
さ
れ
、

活
性
度
が
高
い
植
生
ほ
ど
赤
色
が
鮮
や
か
に
な
る
。
こ
の
図
を
見
て
み
る
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と
、
山
間
部
は
濃
い
赤
色
で
示
さ
れ
て
お
り
、
山
間
部
が
植
生
の
中
で
も

活
性
度
の
高
い
樹
林
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
平

野
部
で
は
ピ
ン
ク
色
で
示
さ
れ
て
い
る
田
や
草
地
が
広
が
り
、
南
部
に
あ

る
チ
ェ
リ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゴ
ル
フ
場
と
勝
山
御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

二
つ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
田
や
畑
と
若
干
異
な
る
明
る
い
ピ
ン
ク
色
で
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
図
で
は
、
ト
ゥ
ル
ー
カ
ラ
ー
画
像
で
は
判
別
が

困
難
で
あ
っ
た
、
た
め
池
を
判
別
し
や
す
く
、
そ
の
分
布
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
め
池
は
山
間
部
の
裾
野
に
多
く
存
在
し
て
お
り
、

樹
林
で
覆
わ
れ
た
山
間
部
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
出
る
雨
水
を
効
率
よ

く
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
め
池
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か

る
。昭

和
六
十
一
年
と
平
成
十
三
年
の
両
図
を
比
較
す
る
と
、
平
野
部
に
お

い
て
田
や
草
地
を
示
す
ピ
ン
ク
色
の
個
所
が
減
り
、
市
街
地
や
裸
地
を
示

す
青
系
、
白
系
で
表
現
さ
れ
る
個
所
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
口
絵
（
衛

星
画
像
・
ト
ゥ
ル
ー
カ
ラ
ー
画
像
）
と
同
様
に
、
田
の
時
期
に
よ
る
状
況

の
違
い
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
田
が

覆
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
反
射
の
仕
方
が
大
き
く
変
化
す
る
た
め
、

こ
の
理
由
に
よ
る
変
化
も
含
ま
れ
て
い
る
。

勝
山
町
の
植
生

の

活

性

度

こ
こ
ま
で
は
、
衛
星
画
像
を
肉
眼
で
見
て
判
読
す

る
、
い
わ
ゆ
る
画
像
判
読
に
よ
っ
て
勝
山
町
の
様
子

を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
画
像
判
読
で
は
、
対
象
地
の
状
況
を
、
形
や

色
の
変
化
、
色
の
濃
淡
の
違
い
な
ど
で
調
べ
る
た
め
、
数
値
で
定
量
的
に

対
象
地
の
状
況
を
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
衛
星
デ
ー
タ
は
人

間
の
目
で
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報
を
も
、
数
値
デ
ー
タ
と
し

て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
波

長
帯
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
い
け
ば
、
対
象
物
の
特
性
な
ど
を
数
値
で
調

べ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
物
質
は
電
磁
波
を
反
射
ま
た
は
放
射
し
て
お
り
、
物
体
ご
と

に
そ
の
反
射
特
性
は
違
う
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
植
生
に
お
い
て
も
同
様

に
、
植
生
特
有
の
反
射
特
性
が
あ
り
、
他
の
物
質
と
区
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
反
射
特
性
を
分
光
反
射
特
性
と
言
い
、
波
長
ご
と
の
反

射
率
を
分
光
反
射
率
と
呼
ぶ
。
植
生
の
分
光
反
射
特
性
を
見
て
い
く
と
、

近
赤
外
域
と
可
視
光
域
（
赤
色
域
）
の
値
は
相
関
関
係
に
あ
る
。
植
生
の

活
性
度
が
高
い
、
即
ち
健
全
で
あ
れ
ば
、
分
光
反
射
率
の
値
は
近
赤
外
域

で
高
く
、
可
視
光
域
（
赤
色
）
で
低
い
。
逆
に
、
植
生
の
活
性
度
が
低
け

れ
ば
、
近
赤
外
域
で
低
く
、
可
視
光
域
（
赤
色
）
で
高
い
値
と
な
る
。
こ

の
可
視
光
域
（
赤
色
）
お
よ
び
近
赤
外
域
の
値
を
用
い
れ
ば
、
植
生
の
状

態
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
、
植
生
の
活
性
度

を
定
量
的
に
数
値
で
表
し
た
も
の
が
植
生
指
標
で
あ
る
。

こ
の
植
生
指
標
に
は
数
種
類
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
一
般
的
に

用
い
ら
れ
る
植
生
指
標
に
、N

D
V
I

（N
orm
alized

D
ifference

V
egeta-

tion
Index

、
正
規
化
植
生
指
標
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
植
生
の
活
性
度
を

マ
イ
ナ
ス
一
・
〇
〜
プ
ラ
ス
一
・
〇
で
表
し
、
植
生
の
活
性
度
が
良
け
れ

ば
値
が
高
く
な
り
、
植
生
の
活
性
度
が
悪
け
れ
ば
値
は
低
く
な
る
。
こ
の
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指
標
を
用
い
れ
ば
、
人
間
の
主
観
性
に
影
響
さ
れ
ず
、
植
生
の
状
態
を
定

量
的
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

口
絵
（
勝
山
町
に
お
け
る
植
生
の
活
性
度
分
布
図
）
は
、
そ
の
植
生
指
標

を
勝
山
町
で
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。
用
い
た
衛
星
デ
ー
タ
は
、
ラ
ン
ド

サ
ッ
ト
で
平
成
十
三
年
四
月
十
九
日
に
観
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図

か
ら
、
植
生
指
標
の
違
い
を
見
て
い
く
と
、
山
間
部
の
樹
林
が
最
も
植
生

の
活
性
度
が
高
く
、
次
に
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
草
地
で
、
田
、
裸
地
、
市
街

地
の
順
で
活
性
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
裸
地
や
市
街
地
で
は
植
生
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
植
生
指
標
は
低
い
値
と
な
る
。
田
で
は
、
そ
の
と
き

の
状
態
に
よ
り
、
植
生
指
標
の
値
に
違
い
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
図
で

も
、
土
が
露
出
し
て
い
る
田
は
植
生
指
標
が
低
く
、
草
で
覆
わ
れ
た
田
は

植
生
指
標
が
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
植
生
指
標
を
観
測
し
て
い
け

ば
、
田
の
状
態
を
知
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
（
地
上
分

解
能
は
三
〇
㍍
）
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
解
像
度
の
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
れ

ば
、
よ
り
詳
細
な
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
量
の
予
測
な
ど
に
も

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

土
地
被
覆
状
況
の
変
遷

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
利
用
し
、
衛
星

デ
ー
タ
を
用
い
れ
ば
、
各
波
長
に
お
け
る
情

報
を
統
計
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
域
の
土
地
を
覆
っ
て
い
る
地

表
状
況
、
す
な
わ
ち
土
地
被
覆
状
況
を
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

地
表
面
の
物
理
的
な
状
態
を
表
す
土
地
被
覆
は
、
地
表
面
の
社
会
的
な
利

用
状
態
な
ど
を
表
す
土
地
利
用
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
。

衛
星
デ
ー
タ
か
ら
土
地
被
覆
状
況
を
調
べ
、
そ
れ
を
分
類
す
る
に
は
、

教
師
な
し
分
類
と
教
師
付
分
類
の
二
つ
の
手
法
が
あ
る
。
前
者
は
、
対
象

と
す
る
地
域
の
情
報
が
な
い
場
合
や
、
ど
の
よ
う
に
分
類
し
た
い
か
が
分

か
ら
な
い
場
合
に
行
い
、
後
者
は
、
対
象
地
域
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ

り
、
現
地
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
行
う
手
法
で
あ

る
。
分
類
精
度
は
教
師
付
分
類
で
行
う
場
合
の
方
が
高
い
。

分
類
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
土
地
被
覆
区
分
の
設
定
を
行
い
、
対
象

地
に
お
け
る
各
被
覆
区
分
の
種
々
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
そ
れ
に
基
づ

き
、
土
地
被
覆
状
況
が
既
に
分
か
っ
て
い
る
地
点
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

認
識
さ
せ
、
分
類
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
統
計
処
理
を
行
う
。
そ
の
統
計

処
理
結
果
を
基
に
、
対
象
地
す
べ
て
の
衛
星
デ
ー
タ
を
、
最
尤
法
と
い
う

最
も
代
表
的
な
分
類
手
法
に
よ
っ
て
、
類
似
性
が
あ
る
も
の
ご
と
に
分
類

を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
教
師
付
分
類
に
よ
る
土
地
被
覆
分
類
を
行
い
、
分

類
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
、
分
類
区
分
ご
と
に
色
分
け
を
し
て
、
土
地
被
覆
分

類
図
を
作
成
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
と
平
成
十
三
年
の
勝
山
町
に
お
け
る
土
地
被
覆
分
類
図

を
口
絵
（
土
地
被
覆
分
類
図
）
に
示
す
。
今
回
は
、
水
域
、
樹
林
、
草
地
、

田
、
市
街
地
、
裸
地
、
そ
の
他
の
七
区
分
に
設
定
し
、
土
地
被
覆
分
類
を

行
っ
た
。
こ
の
図
を
見
て
み
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
と
平
成
十
三
年
の
両

図
と
も
、
た
め
池
は
水
域
と
し
て
分
類
で
き
て
い
る
が
、
長
峡
川
な
ど
の

河
川
は
ほ
と
ん
ど
分
類
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
用
い
た
ラ
ン
ド
サ
ッ

ト
の
デ
ー
タ
は
、
地
上
に
お
け
る
分
解
能
力
は
三
〇
㍍
で
あ
り
、
川
幅
が
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狭
い
場
合
や
、
河
川
が
水
草
な
ど
に
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
分
類
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

両
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、
山
間
部
に
お
い
て
は
、
樹
林
地
が
集
中
し

て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
勝
山
町
南
部
の
大
久
保
に
お

い
て
は
、
県
道
二
四
二
号
線
の
大
久
保
犀
川
線
が
昭
和
六
十
一
年
に
は

は
っ
き
り
と
上
空
か
ら
確
認
で
き
、
土
地
被
覆
分
類
に
お
い
て
裸
地
と
し

て
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
平
成
十
三
年
に
は
樹
林
に
上
空
を
覆
わ

れ
、
樹
林
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
る
。

平
野
部
に
お
い
て
は
、
箕
田
に
お
い
て
昭
和
六
十
一
年
に
裸
地
が
目

立
っ
て
い
る
が
、
平
成
十
三
年
に
は
田
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大

久
保
の
東
部
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
で
は
田
と
分
類
さ
れ
て
い
る

個
所
が
、
平
成
十
三
年
に
は
裸
地
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
個
所
が
目
立

つ
。
こ
の
二
か
所
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
多
く
、
地
表
面
の
物
理
的

な
状
態
を
と
ら
え
る
衛
星
デ
ー
タ
で
は
、
田
と
分
類
さ
れ
ず
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
同
様
に
、
高
い
反
射
強
度
を
示
す
裸
地
と
し
て
分
類
さ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
田
は
前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
時
期
に

よ
っ
て
は
、
草
が
覆
っ
た
状
態
や
、
土
が
露
出
し
て
い
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
と
き
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
た
土
地
被
覆
分

類
で
は
、
田
は
時
期
に
よ
っ
て
草
地
や
裸
地
と
し
て
分
類
さ
れ
、
そ
の
時

期
の
田
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ト
ゥ
ル
ー
カ
ラ
ー
画
像
や

フ
ォ
ー
ル
ス
カ
ラ
ー
画
像
な
ど
の
カ
ラ
ー
合
成
画
像
や
現
地
調
査
結
果
な

ど
を
参
考
に
し
、
誤
分
類
し
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
の
変
化
が
大
き
い
個
所
で
は
、
黒
田
の
南
西
部
で
、
田
が
裸
地

に
変
化
し
て
い
る
個
所
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
休
耕
田
が
裸

地
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
は
非
常
に

小
規
模
で
は
あ
る
が
、
田
が
宅
地
に
変
化
し
て
い
る
個
所
も
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
見
受
け
ら
れ
る
。

図
１
―
１１
は
、
土
地
被
覆
分
類
結
果
か
ら
分
類
区
分
ご
と
の
面
積
を
計

算
し
、
二
時
期
に
お
け
る
土
地
被
覆
率
の
変
化
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
衛
星
デ
ー
タ
は
数

値
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
、

こ
の
よ
う
に
面
積
を
求
め

る
な
ど
の
、
定
量
的
な
解

析
を
行
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
図
を
見
て
み

る
と
、
勝
山
町
に
お
い
て

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
田

が
宅
地
に
変
化
し
て
い
る

個
所
が
存
在
し
て
い
る
た

め
、
田
の
土
地
被
覆
率
が

減
少
し
、
市
街
地
が
増
加

し
て
い
る
様
子
が
見
て
取

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

全
体
的
に
見
れ
ば
、
昭
和

図１―１１ 土地被覆率の変化
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六
十
一
年
か
ら
平
成
十
三
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
お
い
て
、
大
き
な
土
地

被
覆
変
化
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

土
地
被
覆
率
を
水
域
、
樹
林
、
草
地
、
田
の
自
然
地
と
市
街
地
、
裸
地

の
人
工
地
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
自
然
地
は
昭
和
六
十
一
年

の
八
九
・
五
％
か
ら
平
成
十
三
年
の
八
八
・
二
％
と
ほ
と
ん
ど
変
化
は
見

ら
れ
ず
、
そ
の
値
も
高
い
こ
と
か
ら
、
勝
山
町
が
昔
か
ら
自
然
を
大
切
に

し
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
町
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

注
�

唐
木
田
芳
文
・
早
坂
祥
三
・
長
谷
義
隆
（
一
九
九
二
）「
日
本
の
地
質
９

九

州
地
方
」、
共
立
出
版
、
三
七
一
頁
。

注
�

太
田
正
道
（
二
〇
〇
四
）「
地
形
」、
行
橋
市
史
上
巻
、
六
三
〜
七
二
頁
。

注
�

太
田
正
道
・
西
村
祐
二
郎
・
唐
木
田
芳
文
「
地
質
」、
行
橋
市
史
上
巻
、
七
三

〜
一
〇
九
頁
。

注
�

石
井
邦
宙
（
一
九
九
四
）「
行
橋
平
野
の
最
終
間
氷
期
以
後
の
海
面
高
度
と
地

殻
運
動
」、
九
州
大
学
理
学
部
地
球
惑
星
科
学
卒
業
論
文
、
七
一
頁
。

注
�

石
井
邦
宙
・
下
山
正
一
・
松
田
時
彦
（
一
九
九
四
）「
行
橋
平
野
の
最
終
間
氷

期
と
端
新
世
の
旧
汀
線
高
度
」、
九
州
大
学
理
学
部
研
究
報
告
（
地
球
惑
星
科

学
）、
一
八
巻
、
一
五
七
〜
一
七
四
頁
。

注
�

千
田

昇
（
一
九
八
四
）「
豊
前
行
橋
平
野
の
地
形
発
達
―
周
防
灘
沿
岸
平
野

の
地
形
学
的
研
究
（
一
）」
大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
（
自
然
科
学
）、

六
巻
、
七
〜
一
五
頁
。

第１編 自 然
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図１―１２ 勝山町地形図

第１章 地 理
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